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妊婦の生活習慣と早期産児の在胎週数との関連
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要 旨

早 期 産 は 東 要な医学的問題であり,近年早期産児の出生の割合は増加している.また,妊娠 ･

出産年齢層の女性を取り巻く状況は大きく変化している.妊婦の健康状態や生活習慣が児の在

胎週数にどのように影響を与えるかを分析した

新潟市の 1才半健診を受診した在胎遇数37週末滴の早期産児およびその母親を対象とした.

無記名自記式のアンケ- トにより得られたデ-タをもとに,夜船週数と出生時の身長 ･体乳

母親の身長,妊娠直前および出産直後の体重,出産時の年齢の関連については相関分析を,在胎

遇数と児の性別,出生順位,妊娠前 ･妊娠中の健康状態および生活習慣の関連については分散

分析を行い検討した.

単胎の68例を分析対象とした.児の出生体重と出生身長は在胎遇数と有意な相関がみられ
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た.母親の体格,年齢と在胎週数との間に有意な相関はみられなかった.妊娠中期以降の食事回

数がHj2回だった群と,3回またはほぼ3回だった群において児の在胎適数に差がみられた

その他の項目において児の在胎週数に有意な差はみられなかったが,母親の妊娠中の喫煙頻度

の違いにおいてP値は0.062であった.

妊娠中期以降の食事回数によって児の在胎週数に差が出ることが明らかになった.より不規

則な生活をすることは児の夜船週数をより短くするということが考えられる.栄養状態との関

連をみるためにさらなる調査が必要とされる.他の生活習慣および健康状態と在胎過数との関

連では着意な結果は得られなかった.

キーワード:妊婦,早期産児,健康状態,生活習慣,食事回数

は じ め に

早期産とは在胎遇数37遇未満の出産を指 し,

重要な医学的問題である.早期産は新生児の死亡

や後に児に障害を引き起こす主要な原因となって

おり,平成 9年福祉保健年報によると平成 8年新

潟県の出生総数は22,873人であり,うち37週末

滴の早期産児は763人で3.3%であった1).同様

に平成 13年出生総数は21,301人で,うち早 期産

児は1,086人でその割合は5.10/Oであった 2).さ

らに平成 18年出生総数は18,985人で,うち早期

産児は1,070人でその割合は5.6%であり,この

10年の推移をみると,新潟県において早期産で出

生する割合は明らかに上昇している3).

近年,女性の高学歴化や社会進廊 二伴 い ,結婚

や家庭に対する価値観が多様化し,晩婚化や少子

化が進むなど,妊娠 ･珪1度年齢層の女性を取り巻

く状況は大きく変化している.たとえば,一般的

には喫煙習慣による健康影響について関心が高ま

っており,男性の喫煙率は減少しているが,若い

女 性 の 喫 煙 率 は20歳代では1995年 16,9%,2000

年 20.9%,2005年 18.9%と横ばいもしくはやや

増加傾向 を示 してお り,30歳代では 息995年

13.2%チ2000年 18.80/0,2005年 19,4%と確実に

増加 している隼 一一万,食生活は,ファス トフー

ドやコンビニエンスス トアの拡大に伴い,外食で

済ませることや,インスタント食品や調理済み食

品の利用が増えてきている.また,ダイエットや

不規則な生活時間による偏食や欠食など食生活の

乱れも考えられる.毎日1回以上の外食,欠食は
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それぞれ20歳代女性でi乳20/Oと14.3%,30歳代

で7,9%と10.0%である5).

本研究の目的は,出産 ･育児年齢層の女性の健

康状態や生活習慣が,児の在胎適数にどのような

影響を与えるかを明らかにすることである.

対象と方法

本調査は,2007年 10月から2008年9月までの

1年間に新潟市の 1才半健診を受診 した在胎週数

37週末滴の早期産児およびその母親を対象とし

た,調査は無記名自記式のアンケ- ト調査で,1

才半健診の会場でアンケー ト用紙を配布し,調査

の協力に同意を得られた方から回答済みのアンケ

ー トを郵送により回収した.

分析項目は児の性別,出生順位,出生時の身

長 ･体重,在胎週数,母親の身長,妊娠直前およ

び出産直前の体重,出産時の年齢,妊娠前 ･妊娠

中の健康状態および喫煙 ･飲酒等の生活習慣であ

る.本研究は無記名式のアンケ- トであり,また,

得られたデ-タは個人の情報を特定できない形に

して分析した.新潟大学倫理委員会により本研究

のプロトコ-ルは承認された.

各項目と在胎過数との関連をみるため,出生時

の身長 ･体重,母親の身長,妊娠直前および出産

直前の体重,出産時の年齢については相関分析で

Peaysonの相関係数を貸出した.また,児の性別,

出生順位,妊娠前 ･妊娠中の健康状態および喫

煙 ･飲酒等の生活習慣については分散分析を用い
た.いずれもP低く0.05を統計学的な有意差が
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義 1 調査対象者の特性 (n-68)

平均値 標準偏差

母親

体重(kg)

出産直前の体重蟻g)

身長(cm)

年齢(適う

早期産児

出 生 時 体射g)

出生時身長(cm)

在始週敷く週)

r71.I

59.3

I;-1ド.I

:111.1)

7.8

8,8

5,3

-I.1

調査対象は在胎遇数 37週末溝が)児､お よびそU)揖組こ

あると判断 した.以上の解析は統計パ ッケージ

SPSSforwindowsversionll.5Jを使用した.

結 果

アンケー ト調査に協力の得 られた在胎週数 37

週末滴の早期産児は79例で,そのうち息1例が双

胎であったため除外 し,単胎の 68例 を分析の対

象とした.

表 lに分析対象の母親と早期産児の特性を示

す.分析対象の母親の平均年齢は31.2±4.1歳
(平均値±標準偏差)であり,妊娠前の平均体重

は 51.4±7.8kg,出産直前の平均体重は 59.3±

8.8kgで平均身長は 15且1±5.3cmであった.坐

図の30代女性の平均体重は53.5kg,平均身長は

158.3cmであった 4).また,児の出生体重の平均

は 2364.3± 6楓3g,出生身長の平均 は 45.1±

43cmであり,全国の総出隻児の平均出生体重

3010.0g,平均出生身長 48.9cmと比較 し,いずれ

も低い傾向であった 5).
衰2に分析対象の母親および児の特性と在胎週

数との関連をPearsonの相関係数で示す.児の出

生体重と出生身長は在胎週数と有意な相関がみら

れ 出生体重とは相関係数0.650(p<0.001),班

生身長とは相関係数 0.661(p<0.001)であった.

しかし,母親の妊娠前と出産時の体重,身長,お

よび年齢と在胎遇数との間に有意な相関はみられ

なかった.

豪3に分散分析の結果を示す,妊娠中期以降の

食事回数が 1日2回だった群と,3回またはほぼ

3回だった群において児の夜船遇数に有意な差が

みられた.性別,出生順,妊娠前 ･妊娠中の貧血

の有無,妊娠中毒症の有無,妊娠中期以降のダイ

エットの有無,妊娠前 ･妊娠中の喫煙習慣,妊娠

前 ･妊娠中の飲酒習慣の違いによって在胎週数に

有意な差はみられなかった.
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東芝 早期産児の母親と早期産児の特性と在胎週数との関連

Pearsonの相関係数 P値

母親

[トr･.Itkg.)

鮎蛮直前U)体重紘欝)

身長km)

年齢(歳)

早期産児

HJ.'rI:.畔作中 g)

出生時身長fem)

0,048

0.153

0_207

-0.038

0.696

0,221

0.090

0.761

P〈O.05を有意差あ りとした1

母親の妊娠中の喫煙頻度の違いにより児の在胎

週数に有意な差はみ られなかったが,P値は

0.062であった.

考 察

妊娠中期以降の食事回数が1日2回だった群で

は児の在胎週数の平均値が31.8±3.3週であり,

1日3回またはほぼ3回だった群の在胎週数の平

均値 34.4士2.5適と比較し有意差が認められた.

1日3回食事をとることを規則正しい生活をして

いると捉えるならば,より不規則な生活をするこ

とは児の在胎週数をより短くするということをこ

の研究では明らかにした.しかし,今回の調査で

は食事内容に関する情報を得ていないため,調査

対象者の栄養状態については言及することはでき

ない.つまり,1日の食事回数が3回であっても

バランスのとれた食事でない,または偏食があっ

た可能性は否定できず,2回であった群との栄養
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状態の叢は不明である,栄養状態と在胎週数との

関連を知るためには,より詳しい質問項目を加え

たり追跡調査をしたりする必要がある.

妊娠中に毎日喫煙をした群では在胎週数の平均

値が31.0±2.8過で,喫煙 しなかった群および

時々喫煙をした群と比較して短かったが,有意差

は認められなかった (p-0.062).妊娠中の喫煙
は早期産のリスクを高めないが,32週末満の早期

産との関連があると報告されている6).今回の研

究では両者間の有意な関係は得られなかったが,

喫煙の影響は調査対象の例数を増やすことでより

明確な関係が得られると考えられた.

また,妊娠前に飲酒をしていた人は妊娠期間中

に飲酒を中止していたが,喫煙は妊娠期間中もや

められなかった人が多かった 喫煙は飲酒に比べ

依存度が高くやめにくいと考えられるが,特にヘ

ビースモ-カ-ほど禁煙は難しい封.一目の喫煙

数や喫煙期間などのさらに詳細な喫煙習慣につい

ての情報をもとに喫煙と在胎週数との関連を明ら
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嚢3 早期産児の母親の生活習慣と児の夜胎週数の関連

n 在胎週赦LI p値
性別

%

女

Ll｣牛順

第1子
第夏子
第3子以上

妊娠前の貧血の有無
なし

あり

妊娠中の貧 血の有無
なし

治療 しなかった

治療 した

妊娠中毒症の有無
なし

軽度
■†一等度

重度

妊娠中期以降の 1日の食事回数
3回 またはほぼ3回
2いり1､1卜

妊娠中期以降ダイエ ットの有無
なし

食事制限によるダイエ ット

妊娠前の喫煙頻度

吸わなかった
時々吸った

鯨 E3吸った

妊娠中の喫煙頻度
吸わなかった

時々吸った
毎 日吸った

妊娠前の飲酒頻度
ほとんど飲まなかった
時々飲んだ

ほぼ毎 をヨ飲んだ

妊娠中の飲酒頻度
ほとんど飲まなかった
時々飲んだ

33 33.8二2.8
35 34.7て2.3

40 34.3.+__2.5
22 33.9十3.0
6 35.3土1.2

65 34.2±2.6
3 36.8二†二0.0

36 34.1土2.9
10 33.5±2.8
21 34.8:Ii二l.8

56 34.4±之.ヰ
3 34.7_i_1.5
3 31.7±2.ら
6 34.0±3.9

64 34.4l_2.5
4 3l.813.3

64 34.37:2.6
4 34.5二±二2.4

56 34.2±2.7
1 35.0二±0.0
11 34.5二±2.3

61 34.2±2.6
5 36.0,__tT､0.0

41 34.5±2.6
19 34.0±2.6
8 33.5±2.6

67 34.3二2.6
1 36.0二0.0

0.182

0.485

0.239

0.394

0.337

0.042

0.861

0.893

0.062

0.531

員平均値 ± 標準偏差.
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かにする必要があると考えられた.

本研究にはその分析方法からいくつかの限界が

あった.まず,出産から1年半経過後のアンケ-

トという方式をとったため,回答者の思い出しバ

イアスが働き情報を正しく回収できていない可能

性がある.次に,分析 した項目の数が少ないこと

が考えられる.他に考えられる因子として,月経

不順,冷え性,運動習慣,ストレスなどがあげら

れる.最後に,全調査対象者が早期産であったた

め,有意差が出にくかったということも考えられ

る.

妊娠 ･出産期は女性にとって健康や生活の状態

が最も蚤要であるとともに最も気を配る時期であ

ると思われる.今後,以上の点を加味 した,より

詳しい調査が必要であると考えられる.
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